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今
年
も
暑
い
夏
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
体
調
は
い
か
が
で
す
か
。

　

７
月
27
日
の
未
明
、
植
上
町
を
中
心
に
竜
巻
が
発
生
し
ま
し
た
。
被

害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
が
到
来
し
ま
す
。
自
然
災
害
は
い
つ
起
こ
っ
て
も
不

思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
皆
さ
ん
も
日
頃
か
ら
災
害
へ
の
備
え
と

し
て
、
危
険
箇
所
や
避
難
場
所
な
ど
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

先
月
10
日
、
11
日
に
は
「
第
27
回 

さ
の
秀
郷
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。「
令
和
」と
な
り
最
初
の
秀
郷
ま
つ
り
と
な
っ
た
今
回
は「
温

故
知
新
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
本
市
の
歴
史
を
引
き
継
ぐ
唐
澤
山

神
社
の
「
浦
安
の
舞
」
や
「
流や

ぶ

さ

め

鏑
馬
」、「
み
こ
し
・
お
囃は

や

子し

」
な
ど
の

日
本
の
歴
史
、
伝
統
文
化
を
再
認
識
し
、
現
在
、
活
躍
し
て
い
る
「
佐

野
ブ
ラ
ン
ド
大
使
」
や
「
佐
野
ふ
る
さ
と
特
使
」、そ
し
て
話
題
の
「
佐

野
黒
か
ら
揚
げ
」
な
ど
の
新
し
い
活
力
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
機

会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
秀
郷
ま
つ
り
に
併
せ
10
日
に
は
、
滋
賀
県
彦
根
市
と
の
親
善

都
市
提
携
50
周
年
記
念
式
典
を
行
い
ま
し
た
。
彦
根
市
か
ら
は
、
大
久

保
市
長
、
馬
場
議
長
、
一
圓
観
光
協
会
会
長
な
ど
が
出
席
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
の
両
市
の
交
流
を
喜
び
、
今
後
ま
す
ま
す
親
交
を
深
め
て
い
く
こ

と
を
約
束
し
ま
し
た
。
両
市
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
ひ
こ
に
ゃ
ん
」
と
「
さ

の
ま
る
」
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
仲
良
く
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

　

さ
て
、「
日
本
女
性
会
議
２
０
１
９
さ
の
」
の
開
催
ま
で
２
カ
月
を

切
り
ま
し
た
。今
月
28
日
に
は
、日
本
女
性
会
議
の
閉
会
式
で
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
務
め
る
「
ダ
・
カ
ー
ポ
」
の
デ
ビ
ュ
ー
45
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

が
佐
野
市
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
す
。
佐
野
ふ
る
さ
と
特
使
と
し
て
も

活
躍
し
て
い
る
「
ダ
・
カ
ー
ポ
」
の
や
さ
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
私
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

佐
野
市
と
中
国
の

　
　
　
　
友
好
を
願
っ
て

　

中
国
文
化
を
紹
介
す
る
た
め
に
、
宮

森
さ
ん
が
佐
野
市
日
中
友
好
協
会
の
設

立
に
参
画
し
て
、
昨
年
創
立
35
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
現
在
約
50
人
の
会
員
が

お
り
、
佐
野
近
郊
に
住
む
中
国
の
人
た

ち
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
佐
野
市
と
浙

せ
っ
こ
う
し
ょ
う

江
省
衢く

し
ゅ
う州

市
の

友
好
交
流
の
橋
渡
し
役
と
し
て
活
動
さ

れ
て
お
り
、
20
年
前
か
ら
始
め
た
浙
江

省
の
子
ど
も
た
ち
の
絵
画
を
紹
介
す
る

展
覧
会
は
10
数
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

他
に
も
中
国
を
は
じ
め
ア
ジ
ア
の
方

た
ち
に
向
け
た
着
物
着
付
け
体
験
イ
ベ

ン
ト
、
佐
野
在
住
の
中
国
の
方
を
講
師

に
中
国
語
講
座
や
水
餃
子
を
作
る
料
理

講
座
な
ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

佐
野
市
楽
習
講
師
と
し
て
中
国
茶
の

魅
力
を
紹
介
し
は
じ
め
て
20
年
。
今
で

は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
「
中

国
茶
講
座
」
は
毎
回
人
気
と
な
っ
て
い

ま
す
。
中
国
茶
は
数
百
種
あ
る
と
言
わ

れ
、
茶
葉
の
色
で
黒
茶
、
紅
茶
、
青
茶
、

宮森 勝
かついち

市 さん

（関川町）

○プロフィール

佐野市日中友好協会理事長

佐野市民大学座長

国立中国美術学院国際美術教育交流

名誉委員（杭
こうしゅう

州市）

緑
茶
、
黄
茶
、
白
茶
の
６
つ
に
分
類
さ

れ
ま
す
。
そ
の
特
性
や
入
れ
方
を
教
え

て
い
た
だ
き
、
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
な
ど

を
つ
ま
み
な
が
ら
中
国
の
習
慣
や
食
生

活
な
ど
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
講
座
で
す
。
生
涯
楽
習
フ
ェ
ア

な
ど
佐
野
市
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
ふ
る

ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
宮
森
さ
ん
の
中

国
茶
コ
ー
ナ
ー
を
見
つ
け
た
ら
、
ぜ
ひ

一
度
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

︵
市
民
記
者　

永
倉
文
子
︶

◀
中
国
子
ど
も
絵
画
展
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方
言
オ
ッ
パ
シ
ル
は

“
走
っ
て
行
く
”と
い
う
意
味
だ
っ
た

　

オ
ッ
パ
シ
ル
（
オ
ッ
ペ
シ
ル
と
も
）
と
い
う
方
言
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
「
走
る
」
に
、
オ
ッ
（
接
頭
語
）
が
付
い
た
も
の
で
す
。
オ
ッ
は

走
る
動
作
を
強
め
る
は
た
ら
き
が
あ
り
ま
す
の
で
、
オ
ッ
パ
シ
ル
（
オ
ッ

ペ
シ
ル
）
は
、
元
来
、
足あ
し
ば
や早
に
行
く
・
走
っ
て
行
く
・
か
け
て
行
く
と

い
う
意
味
で
し
た
。

　

「
あ
の
ワ
ケ
ー
シ
（
青
年
）
は
、
バ
ス
の
出
る
時
間
に
マ
ガ
ウ
ダ
ン
ベ

（
間
に
合
う
だ
ろ
う
）か
。
急
い
で
オ
ッ
パ
シ
ッ
テ
ッ
タ（
走
っ
て
行
っ
た
）

か
ら
、マ
ガ
ッ
タ
ン
ベ
ー（
間
に
合
っ
た
で
し
ょ
う
）。
ボ
ッ
ト
ス
ル
ト（
も

し
か
す
る
と
）、
マ
ガ
ー
ナ
カ
ッ
タ
（
間
に
合
わ
な
か
っ
た
）
か
も
シ
ン

ネ
よ
」

　

と
こ
ろ
が
、“
走
っ
て
行
く
”“
か
け
て
行
く
”
と
い
う
意
味
の
オ
ッ

パ
シ
ル
（
オ
ッ
ペ
シ
ル
）
は
、“
歩
い
て
行
く
〟“
歩
い
て
帰
る
”
と
い

う
意
味
に
変
わ
っ
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

「
午
後
３
時
に
な
る
と
、
決
ま
っ
て
こ
こ
に
と
ぼ
と
ぼ
や
っ
て
来
て

…
…
。
す
ぐ
に
ま
た
ヒ
ッ
ケ
ー
シ
テ
（
引
き
返
し
て
）、
と
ぼ
と
ぼ
オ
ッ

パ
シ
ッ
テ
グ
（
家
に
帰
っ
て
行
く
）
老
人
が
い
ま
す
ね
。
ど
ん
な
人
？
」

　

オ
ッ
パ
シ
ル
（
オ
ッ
ペ
シ
ル
）
を
使
う
人
た
ち
の
多
く
は
、
明
治
・

大
正
生
ま
れ
で
す
か
ら
、
今
で
は
使
わ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な

り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
死
語
同
然
の
方
言
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

　

オ
ッ
パ
シ
ル
に
関
連
す
る
方
言
に
ト
ー
ッ
パ
シ
ル
（
ト
ー
ッ
パ
シ
リ

ス
ル
と
も
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
方
言
は
オ
ッ
パ
シ
ル
に
“
遠
い
”
が

付
い
た
も
の
で
、“
遠
く
の
方
ま
で
歩
い
て
行
く
”
と
い
う
意
味
で
す
。

　

「
あ
の
子
は
ひ
と
り
で
、
あ
っ
ち
の
方
ま
で
、
よ
く
も
ま
あ
、
ト
ー
ッ

パ
シ
ッ
タ
も
ん
だ
ね
え
。
シ
ン
ネ
（
知
ら
な
い
）
道
を
歩
い
て
っ
て
、

不
安
ジ
ャ
ー
な
か
っ
た
ン
ダ
ン
ベ
か
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
民
記
者　

森
下
喜
一
）

今回の表紙　「彦根・佐野親善都市提携５０周年」令和元年８月１０日撮影
　彦根市との親善都市提携５０周年を祝し、記念式典が開催されました。４ページでは

彦根市の紹介や、記念式典での様子などを紹介しています。ぜひご覧ください。

水難救助合同訓練
　７月２５日 (木)、渡良瀬川流域で管轄域が隣接する足利市消防本部、館

林地区消防組合消防本部および本市消防本部が合同で、水難事故を想定した

訓練を行いました。

　合同での訓練は今回が初めてで、水難救助技術の向上、近隣消防本部との

連携強化および実災害において安全管理が徹底された組織的で円滑な活動

体制の構築を目的として行われ、ボートや潜水器具を活用し、大規模な捜索・

救助活動が実施されました。

　訓練の指揮をとった佐野市西消防署の堀敏昭署長は「今後も近隣他市と

連携を図り、実災害に備えたい」と話しました。

　台風やゲリラ豪雨による河川の増水などの自然災害が多くなる時期です。

市消防では日々、災害などに備え訓練を行っていますが、私たち一人ひと

りが防災の意識をもって、自身を守るよう努めましょう。

※市のフェイスブックでも、

　市内のイベントなどの様子

　をお知らせしています。

　ぜひ、ご覧ください！

第２７回さの秀郷まつりが開催！
　８月１０日（土）・１１日（日）、市役所周辺などで盛大に開催されました。

今年は「温故知新」を全体テーマに掲げ、歴史あるまつりをさらに楽し

んでもらうべく、さまざまな催しが行われました。

　１０日は「歴史的なものや、伝統あるものを、たずね、求めて」をテー

マに、さの秀郷太鼓や秀郷流・流鏑馬などが会場を盛り上げました。

　１１日は、「新しい事柄を知る」をテーマに、佐野松桜高校ダンス部に

よる披露や、歌手のはなわさんが作詞作曲を手掛けた佐野黒から揚げ応

援ソング「俺たちは知っている」を佐野ブランド大

使・ダイアモンド✡ユカイさんが熱唱するなど、熱

いステージが会場を沸かせました。

　また、恒例のみこし・おはやし巡行がまちなかを

練り歩き、華やかにまつりのフィナーレを飾りまし

た。




